
 

 

 

 

 

 

 
 

「 前 へ ! 」 



本庄市に興味を持ってくださったみなさん、こんにちは！ 

市長の吉田信解です。 

今年、私は年頭の挨拶で職員に対して「前へ！」という言葉を掲げました。 

「前へ！」の勇気を持って、チャンスを的確につかみ、市の課題の解決に立ち

向かいましょうと話しました。 

私は、この「前へ！」という言葉をこのメッセージを読んでくれているみな

さんにも贈ります。チャンスをつかむのも、課題を解決するにも、一歩前へ出

る勇気がなければできません。もちろんそのためには、日ごろから視野を広く

持ち、物事への周到な準備や情報収集、そしてしっかりした哲学、どっしりとした腹の据わり様、いつ

でも行くぞという覚悟が必要です。そういう万全の臨戦態勢ができてこそ、前へ出る勇気がわき、好機

到来とあれば、即座に前へ進み、機を見るに敏、チャンスを的確につかめると思います。 

その態勢のない人は、前へ出られず、チャンスをものにすることはできないし、またそういう態勢が

ないにもかかわらず前へ出ても、それは単なる衝動で終わり、結果は出せません。 

ぜひ、みなさんも臨戦態勢を整え、勇気を持って前へ出て、本庄市職員となる一歩を踏み出してくだ

さい。みなさんに会えることを楽しみに待っています。 

 

 

 

●本庄市の概要 
本庄市は東京から８０ｋｍ圏、埼玉県の西北に位置します。 

地形は概ね平坦で安定した地盤を有していますが、南西部

は５００ｍ級の山々が連なる山間地となっています。自然災

害は少なく、気候は夏に雨量が多く、冬に少ない東日本型気

候であり、水と緑豊かな自然環境に恵まれたところです。 

 

●本庄市のデータ（平成２５年４月１日現在） 
 人 口 ８０，０９９人  

 世帯数 ３２，３９４世帯 

 面 積 ８９．７１k㎡ 

 職員数 ５３０人 

 主要な交通網 

鉄 道 

ＪＲ上越新幹線 本庄早稲田駅 

ＪＲ高崎線 本庄駅 

ＪＲ八高線 児玉駅 

道 路 

関越自動車道 本庄児玉ＩＣ 

国道１７号、２５４号、４６２号  

●市長からのメッセージ 

本庄市長 



 

  
【埼玉エコタウン 本庄】 

市の全域で再生可能エネルギーを中心とした創エネや

徹底した省エネ等の環境共生都市づくりを進める「埼玉エ

コタウンプロジェクト」について、本庄市で実施すること

が決定しました。 

本庄早稲田の杜地区や四季の里地区を中心に産学官民

が連携し、再生可能エネルギーを活用して電気や熱などを

家庭や商業施設などで利用するシステムの構築を目指し

ます。エネルギー施策のほか、公共交通システムの充実、

校庭の芝生化、川の再生・浄化活動、有機・減農薬の推進

といった環境に配慮した施策を一層の充実を図ります。 

【世界に誇れる歴史と文化財】 

市内で出土した「笑う盾持人物埴輪」は、全国的にも珍

しい笑った顔をした埴輪で、本庄市マスコットの「はにぽ

ん」のモチーフにもなっています。この「笑う埴輪」が、

昨年パリで開催された「笑いの日本美術史」展で展示され

ました。 

また今年５月に出土を発表した「ガラス小型鋳型」は、 

完形品としては日本で初めてのものです。詳しい分析を進

め、本庄市の誇れる文化財としてＰＲしていきます。 

【本庄早稲田の杜づくり】 

現在本庄市では、ＪＲ本庄早稲田駅を中心とした早稲田リサ

ーチパーク地区や本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業を含む   

エリアを市の新たな拠点地域とし、①新たな顔としてのまちづ

くり②豊かな自然環境と調和したまちづくり③ユニバーサルデ

ザインのまちづくりの３つをコンセプトとしてまちづくりを推

進しています。 

カインズをはじめとする企業の進出や大型商業施設の開業な

ど、可能性を秘めた魅力溢れる地域です。 

【市民１人１スポーツ・川淵三郎塾】 

スポーツやレクリエーションは、健康的な体づくりにつな

がり、ストレス発散や気分転換にも役立ちます。市では、早

稲田大学との連携によるさまざまなスポーツ推進の取組を

実施しています。そのひとつとして市内の豊かな自然や文化

財を堪能できるウォーキングコースのマップを作成し、市民

が気軽にできる取組としてウォーキングを勧めています。３

月に行われた「春のウォーキング教室」では、参加者が日本

サッカー協会最高顧問川淵三郎氏といっしょにウォーキン

グを楽しみました。 

●本庄市の取り組みを紹介します 



●先輩職員からのメッセージ 

 

市民生活部 危機管理課 危機管理係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金澤 基輝主事 
平成２３年度採用 

一般事務 

異動歴／H23.4 自治防災課 

H25.4 現所属  

 

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 危機管理課危機管理係では、市の防災・災害対応・消防団・国民保護な

どの業務を行っています。私は消防団の担当をしており、火災等の災害発生

時には、昼夜を問わず現場に駆け付けてくれる消防団員の活動を支援してい

ます。普段は、役員会議の開催、新入団員研修や特別点検等の準備を行うほ

か、消防本部などと連携し、いざという時に備えています。消防団員のみな

さんの意見や要望等に対応し、市民の安全安心のために最善策や改善点を常

に考えながら、日々事務を進めていくことにやりがいを感じています。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 平成２３年の台風１２号による大雨への対策が印象に残っています。当

時、私は採用１年目で、災害対策等に関して何もわからず不安を感じていま

した。市内の元小山川が氾濫し、道路冠水や床下浸水等の被害が発生し、市

民から問い合わせが殺到しました。そのような状況のなか、上司や先輩の指

示で、落ち着いて対応を行うことができました。また、２４時間体制で市役

所のほかの部署や消防本部、警察等の機関と協力して、市民の安全安心のた

め業務に励んだ事は、その後の自信になりました。 

Ｑ 受験生のみなさんへ 

Ａ「市のためになりたい、市民の役にたちたい。」という気持ちを強く持ち

続けてください。本庄市役所には、そのような気持ちを持った職員が多く、

本庄市を盛り上げていく原動力になっていると思います。魅力あるまちを目

指して、ぜひいっしょに仕事をしましょう。 

 

 

福祉部 子育て支援課 久美塚保育所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山本 麻衣子主任 
平成１６年度採用 

保育士 
異動歴／H16.4 こども課 

H18.1 保育課 

H22.4 現所属 

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 保育士として年中クラスの担任をしています。毎日元気いっぱいの子ど

もたちと接するのは大変なことも多いですが、それ以上に楽しさや充実感が

あります。子どもたちがいろいろな行事を経験することで、自信が持てるよ

うにするとともに、保護者のみなさんといっしょに感動したり悩んだりし

て、子育ての応援ができるように心がけています。子どもたちの成長を近く

で見守ることができること、それが保育士という仕事の魅力だと思います。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 毎日楽しいですが、特に印象に残ること、心動かされることは、年度末

に行われる卒園式です。子どもたちのなかには６年以上通園する子もいま

す。その間の成長を見守るため、入所した頃の事、少しずつ自分のことがで

きるようになった事、卒園してしまう寂しさ、いろいろな思いが胸をよぎり

ます。卒園式の日の凛とした姿や笑顔・涙を見ると胸がいっぱいになります。

また、卒園した後にランドセルを背負った姿を見せに来てくれたり、小学校

の行事などで大きくなった姿を見たりすると、とても嬉しいです。 

Ｑ 受験生のみなさんへ 

Ａ 仕事を始めた頃は、自分自身の力不足を感じてばかりでした。大切なお

子さんを預かるプレッシャーを感じていました。ですが、尊敬できる先輩の

背中を追いかけ、アドバイスを受けながら仕事を進めることができ、また子

どもたちといっしょに自分自身も成長できるやりがいのある仕事だと思っ

ています。公務員としての意識を持ち、保育士として本庄市で働きたいとい

う熱意を持って頑張ってください。後輩ができるのを楽しみにしています。 

 



  

保健部 保険課 国保係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大野 恵子 主事 
平成２０年度採用 

一般事務 
異動歴／H20.4 まちづくり課 

H22.4 自治防災課 

H24.4 現所属  

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 国民健康保険や後期高齢者医療を担当する保険課で、私は国民健康保険

の被保険者の資格、補助金の申請、医療費の管理に関する事務を主に担当

しています。市民の中には、「大きな手術を控えている」、「家族が急に入院

してしまった」など、健康に関する不安や悩みを持っている人が少なくあ

りません。健康はその人の生活に直結する問題です。その健康を支える医

療保険制度は、生活そのものを支える制度とも言えます。健康的な生活を

送るための制度・事務に携われることにとてもやりがいを感じています。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 平成２３年の東日本大震災の発生当時、私は自治防災課（現：危機管理

課）に所属していました。地震発生直後から、市役所では職員が所属の垣

根を越え、一丸となって震災に対応しました。また、市民からの相談・問

合せの件数も非常に多く内容もさまざまで、それらは市民からの市役所に

対する期待の表れでもあり、市職員として働くことの意味を考えさせられ

るよい経験となりました。 

Ｑ 受験生のみなさんへ 

Ａ 市役所の業務は多岐にわたり、市民生活の基礎を支えていると言っても

過言ではありません。公務員として働き、普段の生活が市役所の多くの業

務によって支えられていたことに気付きました。市民生活を支える市職員

には、「縁の下の力持ち」としての意識が必要だと思います。「縁の下の力

持ち」となって、市民生活はもちろんのこと、市全体をいっしょに支えて

くれる人をお待ちしています。 

 

都市整備部 建設課 道路維持係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

根岸  徹 技師 
平成２２年度採用 

土木 
異動歴／H22.4 現所属  

 

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 建設課道路維持係では、本庄市の市道の維持管理を行っています。生活

の基盤となる道路は、市民が安全安心に利用できなくてはなりませんので、

常に責任感があり、それがやりがいになっています。また、土木職として

工事の設計業務・工事監理業務も行っています。いろいろな工事がありま

すが、経験や発想がとても重要で多くのことを考えさせられます。道路管

理者として土木職として、さまざまな現場で日々自分が磨かれている気が

します。これからも知識と経験を身に付け、あらゆる現場に対応できるよ

うになりたいです。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 大型台風やゲリラ豪雨により道路が冠水した時が印象に残っています。

テレビで見たことが、自分の目の前で起こっていました。多くの住宅が浸

水し、大量の土のうが必要になったのですが、予め用意しておいた数では

足りなくなり、職員総出で土のうを作って運搬しました。私も土のうを浸

水しそうな住宅へ運びましたが、休憩する暇もありませんでした。土のう

を積み終わった後の市民の安心した顔はとても印象に残っています。 

Ｑ 受験生のみなさんへ 

Ａ 本庄市の好きなところ・本庄市の魅力をたくさん見つけてください。そ

してさらに、より良い本庄市を作るために必要なこと、やりたいことを考

えてみてください。また私たちの仕事は市民生活に直結しているので、市

民のことを親身に考えてください。そういった熱い思いを持って本庄市の

ため、市民のためにいっしょに仕事をしましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市整備部 建築開発課 建築指導係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大野 裕司 技師 
平成２４年度採用 

建築 
異動歴／H24.4 現所属  

 

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 建築開発課では、建築基準法に基づく建築確認の審査、検査、各種届出

の受付、建築現場パトロールといった業務をしています。業者や市民から

の建築物に関する相談、対応も日々の業務になります。計画中の建築物が

法令等に適合しているかチェックし、安全な建築物が完成することによっ

て、人命や財産が保護されます。市民の安全安心な暮らしを支える責任あ

る仕事です。そしてなにより、計画された建築物が建ち、そこに住む人や

使用する人を想像しながら、新たなまちづくりのお手伝いをしていると思

うこと、変化していくまちの姿を見ることにやりがいを感じます。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 本庄市に採用される前は設計事務所で働いていて、市役所などに申請や

届出に来ていました。今は職員として逆の立場となり、審査の仕方や法令

の解釈など新たな視点や考え方を知ることができ、それぞれお互いの考え

方がわかりました。どちらの立場にいても、建築に対する面白さは変わら

ないと思い、貴重な経験をしているなと深く印象に残りました。 

Ｑ 受験生のみなさんへ 

Ａ 市役所は多岐にわたる業務を行っているので、さまざまな企業がひとつ

になっている印象です。それぞれに専門性があり、たくさんの知識や経験

を得られる場所で自分が大きく成長できるところです。職員になったら何

をしたいか理想を持って欲しいと思います。私は本庄らしいまちづくりを

都市計画、建築計画の視点で行いたいと思っています。みなさんはどんな

ことがしたいですか？ 

 

児玉総合支所 市民福祉課 保険子育て係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

春日 沙織 主事 
平成１９年度採用 

一般事務 
異動歴／H19.4 保険課 

    H22.4  現所属  

 

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 児玉総合支所市民福祉課は、児玉地域の窓口として幅広い受付業務を行

っています。私は、主に子育て支援、医療保険などにかかわる係に所属して

います。私たちの仕事は、まず窓口に来られた人が何を求めているのか、丁

寧に聞き取ることから始まります。求められていることを正確に判断し、順

序良く担当の係に案内し、手続きについて説明することはとても大変です。

しかし、要望に応えられたときやお客様に感謝の言葉をいただけたときの達

成感が大きなやりがいになります。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 私は今年３月に育児休業から復帰しました。職場に慣れるにはしばらく

時間がかかり、緊張の毎日を送っていました。ある日、子ども医療費の手続

きにみえたお母さんの質問に答えていました。すると、そのお母さんが「し

ばらく見なかったので心配していたんですよ。またいろいろ教えてくださ

い。」と言って帰られました。うれしさがこみ上げたのと同時に緊張がほっ

とほぐれた感覚を今でも覚えています。 

Ｑ 受験生のみなさんへ 

Ａ 市役所は市民と直接顔を合わせ、声を聞く職場です。また市役所は定期

的に人事異動があるので、さまざまな業務を経験できるとともに、幅広い立

場の人と話をする機会が多くあります。そのため、業務の知識を得ることは

もちろん大切ですが、職員に最も求められることはコミュニケーション力で

はないかと思います。いろいろな人と話をし、さまざまな経験を積んで、ぜ

ひ本庄市役所職員を目指してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本庄市行政組織図（平成２５年度） 
 

 企 画 財 政 部   秘書広報課、企画課、産業開発室、財政課、情報システム課 

 総 務 部   行政管理課、課税課、収納課、債権回収対策室 

 市 民 生 活 部    市民活動推進課、危機管理課、市民課 

 福 祉 部   社会福祉課、障害福祉課、子育て支援課 

市長   副市長 保 健 部   保険課、健康推進課、介護いきがい課 

 経 済 環 境 部   環境推進課、商工課、農政課、エコタウン推進室 

 都 市 整 備 部   建設課、都市計画課、建築開発課、営繕住宅課、下水道課、拠点整備推進課 

 児玉総合支所   総務課、市民福祉課、環境産業課、児玉税務対策室 

 会 計 管 理 者   会計課 

  教育委員会 教育委員会事務局   教育総務課、学校教育課、生涯学習課、文化財保護課、体育課、図書館 

農業委員会 農業委員会事務局 

議会 議 会 事 務 局 

監査委員 監査委員事務局 

選挙管理委員会    選挙管理委員会事務局 

公平委員会、固定資産評価審査委員会 

市長         水 道 部   水道課 

 

 

教育委員会事務局 生涯学習課 生涯学習係 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

神田 恵里 主事 
平成２１年度採用 

一般事務 
異動歴／H21.4 市民課 

    H25.4  現所属  

 

Ｑ 現在の仕事のやりがい、魅力 

Ａ 生涯学習とは生涯にわたり学びの場をもつことです。興味関心のあるこ

とを学び、自己を充実させ、生活にいかしていく。生涯学習課ではそのお手

伝いができるよう、多くの講座を開設し、事業を行っています。私は主に本

庄市青少年育成市民会議の事務局の運営に携わっています。青少年育成市民

会議は、子どもたちを地域ぐるみで見守り育成するように働きかけることを

目的に、多くの事業に取り組んでいます。事業を行ううえで「今必要とされ

ていることは何か」を考え、それを実際に企画・運営し、実行していく事に

やりがいを感じます。 

Ｑ 印象に残っていること 

Ａ 市役所の窓口にはさまざまな用件で市民が訪れます。入庁後３年間所属

した市民課では、住民票の発行や婚姻届の受付などさまざまな証明書の発行

及び届出の受付等を担当しました。市民の質問に対し、勉強した知識を基に

説明し「あなたに聞いてよかった」という言葉をいただいたことは今でも印

象に残っています。  

Ｑ 受験生のみなさんへ 

 Ａ 市役所の仕事は多岐にわたっており、職員がそれぞれの分野で力を発揮

することで本庄市のまちづくりに繋がっています。しかし、決して部署ごと

に単独で仕事をしているわけではなく、他部署との連携を図りつつ、どの方

法が市民にとってベストなのかを考えながら業務を進めていきます。「本庄

市に住んでよかった」と思ってくださる市民が１人でも増えるよう、いっし

ょに働いてみませんか！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治体は自らの判断と責任により、地域の実情に沿った行政を展開していくことが求め

られています。厳しい財政状況や人口減少時代において、本庄市が求める職員像とは、魅力あ

るまちづくりに取り組むために既成概念にとらわれずに「自ら」考え・行動し、市民全体のた

め・世のために真に必要な仕事を見極め、「魂」を込めて取り組む職員です。また、仕事に対し

て地道にコツコツと取り組みながらもスピード感を忘れることなく、物事のチャンスを見定め

て確実に掴めるよう、常に「時」を意識し、使いこなす感覚を求めています。 

理想や夢を掲げ、どんな困難にも負けずに「勁く（つよく）」立ち、明日の本庄市をつくり

たい！そんなやる気のある皆さんの応募をお待ちしています。 

 

 

●過去の試験実施状況   

 

 

●問合せ先 
本庄市役所 総務部 行政管理課 職員係 

〒367-8501 本庄市本庄 3-5-3  ℡0495-25-1160  URL http://www.city.honjo.lg.jp/ 

大卒程度 147 15 9.8

高卒程度 16 3 5.3

一般事務（身障） 高卒程度 1 0

技術（土木） 大卒程度 3 1 3.0

大卒程度 2 1 2.0

高卒程度 1 0

一般事務 137 16 8.6

技術（土木） 5 2 2.5

１
月
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月

技術（建築）
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大卒程度 136 20 6.8

高卒程度 17 2 8.5

身体障害者 5 0

技術（土木） 大卒程度 2 1 2.0

技術（建築） 大卒程度 3 1 3.0

一般事務 393 15 26.2

技術（土木） 3 2 1.5

技術（建築） 2 2 1.0

１
月

大卒程度
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９
月

職種 区分 受験者数
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市民の視点に立ち、 

協働によるまちづくり

を推進する

 

自ら能力の向上に努め、 

職務を的確に遂行する

経営感覚と 

コスト意識を持ち、 

的確な判断や行動ができる

 

社会の変化に迅速に対応し、 

新たな課題にも 

果敢に取り組む

※受験者数が１人以上の職種・区分を掲載しています。 

●本庄市の求める職員像 


